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企業のITコーディネータ活用
～ITCって企業内でどう使う？～

ITコーディネータは、経営とITの橋渡しをする社内の「コーディネーター」に似ている

　アルファテックス株式会社は、シス
テム開発の会社として1988 年に設
立。現在は従業員 130 名（2021
年 6月現在）を誇る中堅 IT 企業に
成長している。
　創立当時は顧客の経営に貢献でき
るようなソフトウエアの開発を行って
いたが、その後、システムの運用・
保守、ヘルプデスクという事業も展
開。また、経理周辺業務のアウトソー
シング事業もスタートさせた。
　さらに、開発・運用・保守、そし
てアウトソーシングの手段を組み合わ
せて、問題や課題を解決する事業を
2018年にスタート。一般的にはコン
サルティングと言っている業務である
が、アルファテックスはこれを「コー
ディネート」と呼んでいる。そして、
コーディネートの業務に当たり、中・
長期的な視点を持ち、顧客の経営と
ITの橋渡し、現在と将来を橋渡しす

る職として「コーディネーター」とい
う役職も新設した。
　アルファテックスでは、人財育成
への投資は創業当初から行っていて、
特に公的な資格の取得支援には力を
入れている。役付きの職になるには
ITパスポートと簿記 3級の取得は必
須。また、PMPや ITコーディネー
タなど、これから会社が目指していく
のに効果的な資格や、戦略的に必要
な資格に関しても取得を促している。
　これらの資格の取得には、費用の
負担だけでなく、勤務時間内に勉強
できるなど、社員を手厚くサポートし
ている。

　アルファテックスの石川春社長がIT
コーディネータを知ったのは、2019
年秋に開催された「日経クロステック」
のイベントでのこと。ITコーディネー
タ協会が出展したブースに寄ったの
が最初になる。

　「ブースで話を聞くと、弊社が目指
している経営とITの橋渡しをするコー
ディネーターと一緒だと感じました。
そして、たまたま名前は一緒ですが、
何か縁みたいなものも感じたのです。
そして、この資格があれば、社内の
コーディネーターがさらに強化できる
のではないかと思いました」
　資格の中には、ビジネスの現場では
なかなか使えなかったり、取得したら
終わりだったりするものもある。しか
し、ITコーディネータは更新制で、し
かも活動をしっかりと行っていないと
更新できないということを知り、「中身
が伴った資格」だと石川社長は感じた。
　後日、アルファテックスを訪問した
ITコーディネータ協会の職員から、
詳しい話を聞いた。
　そして、2020 年の1月に、まず
は試験的に社内から4名を選抜して
ケース研修を受けることにした。その
中には石川社長も含まれていて、他は
PMPの有資格者、コーディネーター
を束ねる組織長、そして若手社員と

いう内訳になっている。試験は一発で
合格し、社内に一挙に4人の ITコー
ディネータが誕生することになった。
　そして、この受験した4人がさまざ
まな観点から ITコーディネータの資
格を評価し、その結果、社内に資格
取得制度を設けることになった。
　評価されたポイントは大きく2つあ
ると石川社長は言う。
　「1つはケース研修の素晴らしさで
す。当社がこれまでやってきたことは、
まさに ITコーディネータと同じでは
ないかと、このケース研修で肌で感じ
ました。しかも、身に付けるスキルも
整理されていて、体系的に学ぶことが
できました。そして、この資格は経験
のない若手よりも、ベテランのほうが
特に有効ではないかとも感じました。
　もう1つは、他社の方との交流が
できた点。いろいろな企業のさまざま
な考え方を知ることができ、気づきも
多くありました」
　アルファテックスでは、2年目は本
格的に ITコーディネータの資格取得
制度をスタートさせ、5名が受験し
た。5名はベテラン社員だったが、い
ずれも ITコーディネータの資格には
高い評価をしていて、担当しているプ
ロジェクトで学んだことは生かせそう
だという声も上がった。
　今年度も4、5名が受験する予定
だという。

　アルファテックスに在籍している IT
コーディネータの声も聞いてみた。
　コーポレート本部の湯本岳彦氏は、
現在、3 年前に社内で立ち上げた
PMOで、システム開発全般のQCD
を一手に管理する業務を行っている。
　「元々、ITコーディネータの資格に
は興味がありました。私はPMPの資
格を持っていますが、これはベンダー
サイドの資格です。ITコーディネー
タはベンダーとユーザーの間に立つよ

うな資格だと思ったので、自分
の幅を広げるためにはいい機会
だと思い受けてみようと思いま
した」
　そして、ITコーディネータが
生きそうな場面としては以下の
ように語っている。
　「プロジェクトのレビューを
する場面、特に受注前の判定
会などで生かせそうです。以前の観
点はプロジェクトをいかにリスクから
守るか、QCDをいかにうまく保つか
という、守りがちなものになっていま
した。それが、取得後は、お客様が
どのように見ているかという、満足度
を考えに入れるようになったのです。
プロジェクトマネージメントだけの知
識では、その考え方は出てきません。
顧客満足度という観点でプロジェクト
を見られるようになったのは、とても
大きなことです」
　サービス推進本部の戸川秀雄氏
は、クライアントである大手企業の業
務改革の支援を担当。ITコーディネー
タの資格は2021年1月に取得した。
　「私が行っている仕事は、実際には
ITコーディネータに近い業務だった
ので、社内で資格取得の制度が始まっ
たのを知り、すぐに立候補しました。
この資格は、業務で何かうまくいかな
くなったときに、ガイドラインや押さ
えておきたいポイントなど、体系的に
学んだ知識が生きると思いました」
　そして、後輩たちにも ITコーディ
ネータの資格を勧めたいと言う。
　「プロジェクトには多くの後輩がい
ますが、お客様に言われたことを素
直にやる、信じるということが頭に最
初から入っていて、お客様の課題の
解決のために重要なことの分析がで
きないのです。言われたことの裏に
何があるのか、真に解決を目指すべ
き姿はどのようなものなのか。それを
しっかりと頭に入れて動かなければい
けない。ITコーディネータはそれが
できるので、ぜひ後輩にも資格取得

は勧めたいです。どんどん取ってほし
いと思います」
　そして、両氏とも、今後は社内の
ITコーディネータ同士の情報交換や
勉強会が必要になると感じている。ま
た、他社の ITコーディネータの方と
も交流を図りたいと言う。

　最後に、石川社長にITコーディネー
タに期待することを聞いてみた。
　「弊社はお客様に寄り添うことを大
切にしているのですが、一方で寄り添
い過ぎて“同化 ”してしまうこともあ
ります。自分の役割、ポジションを忘
れてしまうことがあるのです。その結
果、トラブルになることもあります。
　ITコーディネータの資格を取得す
ると、お客様から求められている役割
を、学んだ知識と照らし合わせること
ができる。そんな拠りどころとなれる
場所ができたのです。ITコーディネー
タのスキルや知識をうまく活用し、さ
らにお客様に寄り添えるようになって
ほしいです。
　また、ITコーディネータのネット
ワークを生かし、社外での人的な交
流も拡充してほしいです。そこで得た
ものは必ず弊社の業務にも役に立つ
と信じています」
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